
「
地
域
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
県
立
上
野
丘
高
校
の
１
年
生
と

中
津
江
の 

人
の
住
民
と
で
行
っ
た
座

談
会
。
意
見
交
換
の
中
か
ら
「
中
津
江
の

課
題
を
最
小
化
し
良
さ
を
最
大
化
す

る
」
ア
イ
デ
ア
を
た
っ
た
１
日
で
考
案

し
た
高
校
生
。
代
表
班
の
４
つ
の
発
表

で
は
、
ミ
ョ
ウ
ガ
や
ワ
サ
ビ
な
ど
の
特

産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
案
や
周
辺
地

と
あ
わ
せ
た
観
光
ツ
ア
ー
実
施
案
な
ど 

 
 

多
彩
な
ア
イ
デ
ア
が
満
載
で
し
た
。 

 

５
月 

日
に
委
員
会(

総
会)

を
開
催
し
、

本
格
的
に
新
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

た
住
民
自
治
組
織
。
設
立
か
ら
７
年
間
で
事

業
や
部
会
員
は
入
れ
替
わ
り
つ
つ
も
「
み
ん

な
が
主
役
の
村
づ
く
り
」
を
楽
し
み
な
が
ら

続
け
る
姿
勢
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
５
つ
の
部
会
で
も
、
改
め
て
活
動
を
見
直

し
な
が
ら
、
継
続
す
る
こ
と
・
新
た
に
取
組

む
こ
と
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
動

に
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

◦
熊
本
市
内
で
の
観
光
物
産
展
参
加 

◦
認
知
症
勉
強
会
（
劇
団
公
演
な
ど) 

◦
大
人
の
遠
足
（
三
国
山
登
山
） 

◦
公
共
交
通
バ
ス
ツ
ア
ー
（
上
津
江
町
へ
） 

◦
月
い
ち
バ
ザ
ー
ル
開
催 

◦
サ
ギ
被
害
防
止
に
向
け
た
寸
劇
開
催 

◦
人
権
講
演
会
（
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
な
ど
） 

 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
で
、
金
曜
日
の
夜 

 

不
定
期
で
放
送
さ
れ
て
い
る
『
ぶ
ん 

 

ぶ
ん
探
検
隊
』
の
取
材
が
中
津
江
の 

 

い
ろ
ん
な
場
所
で
行
わ
れ
、
小
学
生 

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々
な
年
代
の
方 

が
撮
影
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。 

 

大
分
の
未
知
な
る
魅
力
を
ぶ
っ
つ
け

本
番
で
掘
り
起
こ
す
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
。

津
江
エ
リ
ア
が
今
回
の
取
材
地
域
で
す

が
、
み
ん
な
の
知
ら
な
い
魅
力
は
見
つ

か
っ
た
の
か
？
そ
し
て
放
送
で
は
誰
が

出
演
す
る
の
か
？
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
♪ 
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◎
会 

長(

野
田
自
治
会
長) 

髙
木 

望
さ
ん 

◎
副
会
長(

川
辺
自
治
会
長) 
松
野 

忠
さ
ん 

◎
副
会
長(

丸
蔵
自
治
会
長) 
古
澤
厚
美
さ
ん 

◎
副
会
長(

鯛
生
自
治
会
長) 

石
川
國
弘
さ
ん 

◎
部
会
長 

 

◆
ま
な
ぶ
部
会 

遠
坂 

洋
行
さ
ん 

 

◆
く
ら
す
部
会 

鷹
野 

恵
祐
さ
ん 

 

◆
ま
も
る
部
会 

猪
野 

元
憲
さ
ん 

 

◆
つ
く
る
部
会 

片
桐 

千
秋
さ
ん 

 

◆
つ
ど
う
部
会 

壽
山 

慎
一
さ
ん 

 

振
興
協
議
会
で
要
望
し
て
い
た
通
り
、
中

津
江
地
区
の
投
票
所
が
、
今
月 

日
に
投
開

票
さ
れ
る
参
議
院
選
挙
か
ら
変
更
と
な
り

ま
す
。
該
当
す
る
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
お
間

違
え
の
無
い
よ
う
、
ご
確
認
お
願
い
し
ま
す
！ 

統
廃
合 
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◆
鯛
生
地
区(

鯛
生
金
山)  

 
  

◆
丸
蔵
地
区(

体
験
館)  

 

◆
中
津
江
振
興
局
へ 

廃
止 

変 

更 

◆
野
田
地
区(

改
善
セ
ン
タ
ー) 

 
 
 

 

◆
長
寿
苑(

多
目
的
交
流
室)

へ 

移
転 

そ
の
他 

◆
川
辺
地
区 

 
  

◆
期
日
前
投
票 

 

◆
中
津
江
振
興
局 

変
更
な
し 

活
動
本
格
ス
タ
ー
ト 

令
和
７
年
度
の
役
員
体
制 
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1４ 

放
送
：
７
月 

 

日
（
金
） 

 
 
 

 

夜
７
時  

分
～ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

1１ 

30 



   
 
 
 6 年生 10 人のクラスは、 
男子が 6 人いて騒がしいです。 
休み時間になるとサッカーや 
消しゴム落としをして楽しん 
でいます。優しくて丁寧に教え 
てくれる先生と、学校給食 
は美味しくて、津江小学校に 
入学して楽しいですと答えて 
くれました。給食のデザートが残った時は、み
んなでジャンケン。なんと 3 回連続で勝ち残り
デザートをゲット‼ 子どもで得したそうです(笑) 
11 月は長崎県へ修学旅行に行く予定で、楽しみ
な様子。そんな晃誠君は、図工が得意で木製の
パズルゲームを作ったそうで、怖いながらも電
動ノコギリを使い、組み立てを難しくする為に、
わざとパズルの形をいびつに作る手のこみよう！
中学生になったら卓球部に入って頑張りたいと
しっかりと抱負を語ってくれました。 

 小さい頃 市ノ瀬集落には、金山の飯場が軒を
連ねて建っていたが、放火事件で生家も、飯場 63
件も全焼。一時はムロ小屋で生活したとのこと。 
 鯛生は人口が多く、中学校の時は鯛生の生徒が
丸蔵へ、丸蔵は川辺へ通学して他地区と一緒に勉
強していた思い出を懐かしそうに話してくれました。 
 学校を卒業し、椎茸栽培や炭焼き、山仕事をして
家計を支えていた時に木弓から奥様を迎え、40 代
の頃から養豚業を始めた利治さん。山仕事に比べ
たら重労働とは感じなかったという強者。 
      養豚は60歳でキッパリと辞めたそうですが 
      現在も広大な土地の草刈りをこなし、 
      好きな草花を植え、手入れを余念なく 
      されているとか。正に仕事が趣味！ 
      また長年、消防団や民生児童委員など、 
      地域貢献にもご尽力されてきた利治 
      さんの原動力は、どうやら奥様の美味し 
      い手料理にありそうです(^^♪ 
 平 利治さん 

 (市ノ瀬）９1歳 
昭和９年生まれ 

  

 今年度、建物が解体される「旧なかつえ保育
園」にあるピアノを、むらづくり役場の第 2 事務所
に移転・設置させてもらいました。 
  長年、中津江のたくさんの子ども達のそばで、そ
の成長を見守ってきたピアノ。これからは、金曜日
に開催されている「カフェ陽だまり」でのイベント
やピアノが趣味だった方が使うなど、地域の皆さ
んの中で、新たな活躍ができればと思っています。 
 事務所が開いている時間に声をかけてもらえば、
どなたでも弾いていただくことができます♬ 
  弾くあなたと聞く誰かが、 
見えないピアノ線でつながる 
ような、そんな温もりに包まれ 
る空間になれば・・・ 

   〈民生委員〉        〈福祉委員〉 
  武原 勇一郎 さん   川津 初恵 さん 
  横山 守義 さん      川内 ちえみ さん 
  津江 良治 さん      清水 しをり さん 
  清水  良 さん   *新 永瀬 喜久美 さん 

  櫟原 正臣 さん      松尾 成美 さん 
  松野 直美 さん      永瀬 由美 さん 
  杉本 由三子 さん    高倉 恵子 さん 
  川内 紀子 さん  *新 田島 みき さん 
  赤星 美枝 さん  *新 赤星 なぎさ さん 
  石川 由美子 さん    *新はR７からの新任 

（順不同） 
＊民生委員は今年１１月末で改選となります。 

 5 月 29 日、中津江地区社会
福祉協議会の総会を開催。地区
社協の主要メンバーである民生
委員や福祉委員の方々が一堂に
会し、活動計画や予算、役員改選
等が審議されました。 
 高齢者や障がい世帯の見守
り・安否確認に加え、住民の皆さ
んの暮らしの様々な相談に応
じ、適切な支援やサービスへの
つなぎ役として地域に欠かせな
い存在である民生委員、福祉委
員の活動にご理解とご協力をお
願いします。 

《地区社協の主な活動》 

◦見守り訪問活動 

◦地区ミニデイサロン実施 

◦子育てサロン開催支援  

◦高齢者外出交流会 

◦赤い羽根共同募金活動 

◦歳末助け合い活動  など 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   地域のお宝！ 
今月のご長寿さん・・ 

 地域のお宝！ 
今月の若ぇ～し・・ 

   つれづれ 
最速で最短！もちろん、私の仕事の出来栄えではな
い(笑)今年の梅雨明けの時期の速さと、梅雨の期間
の短さが、ともに観測史上初だそうである。梅雨入
りした途端の大雨に、今年も災害が発生しないかと
心配していただけに、それはそれで良かったのかも
しれない。ただ令和2年の豪雨災害から間もなく丸
5 年。いつ、どこで、何が起こるか予測できづらい
時代である。令和のコメ騒動で右往左往しているが、
異常が通常となりつつある近年の気象条件に、農作
物だけでなく人も振り回されている。気候も働き方
も家庭環境も大きく様変わりし、良くも悪くも人間
の考え方でさえ変化しているのに、昭和初期と変わ
らぬ、旧態依然の活動しか考えられない奴らが幅を
利かせる団体にイラつきながら一杯、また一杯。 
「どうせ心配してるのはコメ不足で日本酒が品薄に
なるんじゃないかってことくらいでしょ！吞んでば
かりじゃ締め切りに間に合わないわよ！」今からや
ろうかなって時に限って、隣から厳しい追い討ちが。
やはり、仕事は最速で最短とはほど遠い。振り返る
のは嫌いで苦手だがもう7 月…残り半年、飲み会以
外を予定通りやれるか心配だなぁ。（描蔵） 

津江小学校 ６年生 
 信岡 晃誠さん 

お近くの民生委員さん・福祉委員さん 
 

長寿宛で行われた
地区社協総会 


